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説

マ
の
下
で
、
わ
が
国
の
民
法
学
が
直
面
し
て
い
る
問
題
状
況
を
明
ら
か
に
し
、

一
二
世
紀
に
向
け
て
の
展
望
を
探
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

実
際
の
研
究
活
動
は
、
約
一
年
半
の
計
画
で
本
年
(
一
九
九
六
年
)

五
月
末
に
開
始
し
た
。
こ
の
共
同
研
究
の
一
環
と
し
て
、
本
年
九
月
二

論

(
土
)
に
、
平
井
宜
雄
教
授
(
東
京
大
学
)

を
お
迎
え
し
て
研
究
会
を
開
催
し
た
。
こ
こ
に
掲
載
す
る
の
は
そ
の
記
録
で
あ
る
。

日平
井
宜
雄
教
授
は
、
最
初
の
御
研
究
で
あ
る

『
損
害
賠
償
法
の
理
論
』

か
ら
、
『
現
代
不
法
行
為
理
論
の
一
展
望
』

(
一
九
七
一
年
)

九
八

O
年
)
、
『
法
政
策
学
』
(
初
版
l
一
九
八
七
年
、
第
二
版
|
一
九
九
五
年
)

(
一
九
八
九
年
)
、
『
続

法
律
学
基
礎
論
覚
書
』
(
一
九
九
一
年
)

を
経
て
、
『
法
律
学
基
礎
論
覚
書
』

そ
の
と
き
ど
き
の
民
法
学
の
問
題
性
を
扶
り
だ
し
、

そ
れ
を
克
服
す
る
方

に
至
る
ま
で
、
骨
巾
に
、

向
を
提
示
し
て
こ
ら
れ
た
。
本
研
究
会
を
企
画
し
た
の
は
、

そ
の
御
研
究
の
軌
跡
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
、
右
の
共
同
研
究
に
と
っ
て

不
可
欠
だ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

当
日
の
研
究
会
に
お
い
て
は
、
平
井
宜
雄
教
授
か
ら
「
『
法
的
思
想
様
式
』
を
求
め
て

l
|
三
五
年
の
回
顧
と
展
望
」
と
題
す
る
御
報
告

を
い
た
だ
き
、

つ
い
で
吉
田
邦
彦
教
授
が
、
「
現
代
思
想
か
ら
見
た
民
法
解
釈
方
法
論
1
1
1
平
井
教
授
の
研
究
を
中
心
と
し
て
」
と
題
す
る

副
報
告
を
行
い
、

そ
の
後
に
討
論
を
行
っ
た
。

こ
こ
に
収
録
す
る
も
の
の
う
ち
、
平
井
教
授
の
御
報
告
と
吉
田
教
授
の
報
告
は
、
あ
ら
た
め
て
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
討

論
の
部
分
は
、

ま
ず
テ

l
プ
か
ら
起
こ
し
、

つ
い
で
各
発
言
者
に
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
、
最
後
に
瀬
川
信
久
と
吉
田
邦
彦
が
若
干
の
整
理

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
れ
、
「
民
法
学
の
方
法
・
思
想
・

を
し
た
。
研
究
会
の
内
容
を
収
録
す
る
に
あ
た
り
、
本
論
集
の
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

思
考
様
式
」
と
い
う
表
題
を
付
し
た
。

わ
れ
わ
れ
の
勝
手
な
お
願
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

お
忙
し
い
中
で
報
告
と
執
筆
の
労
を
お
引
き
受
け
く
だ
さ
っ
た
平
井
宜
雄
教
授
に
、
こ

の
場
を
借
り
て
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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